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 － 60 －
役に立ったのかなと思います。 
 また、以前は外からの一支援者として関わ
っていましたが、ダイハツでは本人に踏み込
んで支援できるというところはやはり大きい
ですね。今考えると、以前は限られた部分で
しか支援できませんでしたが、現在は従業員
と一緒に挫折の経験やフォローができ、成長
を見守ることができる点が魅力だと思います。 
 一方で、担当者をうまく口説かないと話が
進まないことが多いので苦労することはあり
ます。立場が違うところから説明しても理解
をしてもらえないことがあります。 
［これから産業領域で活躍したいと
考えている後輩へメッセージをお
願いします］ 
 産業領域で働く、会社の中で心理士として働
くことの魅力というのは個人だけでなく会社と
ともに成長していける場だと思います。それは
産業領域でしか経験できないことだと思います。
個人だけでなく職場風土や集団に関わることで
会社の生産性を上げていると思うと、これほど
ダイナミックな仕事はないのではと思いますね。 
 最初は気後れすることもあるかもしれませ
ん。ただ、やっていく中で自分の居心地や踏
み出せる部分があると思います。心理を目指
す人は柔軟性があり、環境に適応できる力が
あると思います。どのようなところでも飛び
込んでいき、自分がなじんでいくこと、そう
する中で順応力が培われるので、まずは飛び
込んでみることをお勧めします。 
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